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４．導入効果等（指導の効果等） 
ア．事業場におけるリスクアセスメントの必要性に対する理解 

化学物質のリスクアセスメントにより次のような効果が確認できた。 
 
〔ハザード評価(EL)〕 

導入前は混合物のＭＳＤＳに記載された内容から有害性を認識していたが、混合

物に含有している１つ１つの化学物質についての有害性情報の入手とハザード評価

を行うことにより、健康に対する有害性をより詳しく把握することが可能になった。 
〔ばく露評価(HL)〕 

作業環境濃度レベルを確認する際、作業環境測定の結果がどのように算出されて

いるのか把握することにも繋がった。作業時間・作業頻度レベルについては、作業

者がばく露している時間について把握することができた。 
〔リスクの判定〕 

ハザード評価とばく露評価で健康に対する有害性を調査した上でリスクの判定を

行うことから、リスクの判定後のリスク低減措置にスムーズに繋がると思われる。 
 

イ． 事業場全体への当該リスクアセスメントの実施（今後の予定を含む） 
今期中に今回の指導をベースに化学物質リスクアセスメントの手順を作成し、来

期より新規導入する化学物質の中から必要に応じて化学物質リスクアセスメントを

実施すること及び作業のリスクアセスメントの定期見直しと同時期に適用場所の化

学物質リスクアセスメントを実施するものとする。 
 
ウ． 化学物質管理組織・体制の整備（今後の予定を含む） 

化学物質の管理組織・体制は、基本的に従来からのものを継承するものとするが、

化学物質管理は、品質・環境・安全衛生に関わる事項であるため、導入時の良否は、

各管理責任者の協議により決定するよう改善して行くものとする。 
 
５．今後の課題等 

当社の場合、これまでリスクアセスメントを実施するタイミングは、年間計画に

よる『定期見直し時』が中心であった。『４Ｍ変動が生じたとき』に適切にリスクア

セスメントを実施することが、今後の課題である。（※ 4M＝Man、Machine、Method、
Material） 
不定期に発生する４Ｍ変動に関しては、注意を怠ると見逃してしまう恐れがある

ので、定期見直し時に発見されるまでリスクアセスメントを実施しないというよう

なことが起こらないように、関係部門に対して、変動時はリスクアセスメントを実

施するように周知徹底を図り、実施時期見逃しによる機会損失を防止していく。 
次ページの表にリスクアセスメントの実施時期をまとめた。 
最後になるが、当社は、化学物資および作業のリスクアセスメントを有効に活用

し、安全衛生、そして環境のリスク低減に役立てていきたいと考えている。 
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